
肝炎情報センターの活動報告

国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター
肝炎情報センター長

正木尚彦

平成26年度第1回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会
平成26年7月18日（金）



独立行政法人国立国際医療研究センター肝炎・免疫研究センター肝炎情報センター主催

平成25年度第2回肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会

日時：平成26年1月17日（金）10：00～12：00
場所：独立行政法人国立国際医療研究センター病院 国際医療協力研修センター

５階大会議室 〒162-8655 東京都新宿区戸山1－21－1 TEL: 03-3202-7181

プログラム
１）肝炎情報センター活動報告 肝炎情報センター長 正木尚彦

２）肝疾患診療連携拠点病院の現状調査の報告 肝炎情報センター長 正木尚彦

（平成21～24年度の比較）

３）肝炎総合対策の推進に寄与する事業内容や
肝疾患相談センターの認知度を高める工夫について（公募）

①「街頭キャンペーンによる啓発活動の取り組み」
愛媛大学医学部附属病院肝疾患診療相談センター日浅陽一

②〈追加発言〉「肝疾患相談センターの認知度を高める工夫について」
奈良県医療政策部保健予防課東千加世

③「道北・道東医療圏における肝炎患者・家族が抱える問題点の実態調査」
旭川医科大学 臨床消化器・肝臓学診療連携講座大竹孝明

④「岡山大学病院におけるウイルス検査での院内連携の取り組み」
岡山大学消化器肝臓内科池田房雄

⑤「当院における肝炎ウイルス感染者拾い上げの試み」
大阪市立大学肝胆膵内科榎本 大

４）総合討論

情報共有機能

67拠点病院から121名参加



独立行政法人国立国際医療研究センター肝炎・免疫研究センター肝炎情報センター主催

平成25年度第2回肝疾患診療連携拠点病院医師向け研修会

62拠点病院から75名参加



市川市国府台

グループワークでは ｢母子感染｣、｢肝疾患に係わる偏見・差
別｣、「訴訟問題」等を主なテーマとしたビデオ教材を独自に作成

45拠点病院から48名参加



意見交換会

「北海道ブロックにおける肝疾患診療のあり方について」

日 時：平成26年5月26日（月）15：30～17：00

会 場：札幌第１合同庁舎１０階 共用第３・第４会議室
札幌市北区北8条西2丁目１－１

対 象：行政（厚生労働省、北海道庁、札幌市、旭川市、函館市、小樽市）
北海道３拠点病院の事業担当者、事務担当者

プログラム
１．Ｃ型慢性肝疾患に対するＩＦＮ治療における地方圏差について（厚生労働科学研究）

肝炎情報センター長 正木尚彦

２．道東・道北地区における肝疾患診療の実態～フィールドワーク研究からの
考察～

旭川医科大学教授 高後 裕

３．総合討論

情報共有機能



肝炎情報センターホームページの改訂、充実

平成26年4月22日 ホームページ・リニューアル

平成26年6月9日

「集団生活の場における肝炎ウイルス感染予防」
のための手引き・ガイドライン（厚労科研費 四柳
班作成）へのリンク

平成26年7月1日
「肝疾患診療連携拠点病院の現状調査（平成21～24

年度分）」をアップ

平成26年7月2日 「肝疾患診療連携拠点病院事業のあゆみ」
を更新



独立行政法人国立国際医療研究センター肝炎・免疫研究センター肝炎情報センター主催

平成26年度第1回肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会

日時：平成26年7月18日（金）10：00～12：00
場所：独立行政法人国立国際医療研究センター病院 国際医療協力研修センター

５階大会議室 〒162-8655 東京都新宿区戸山1－21－1 TEL: 03-3202-7181

プログラム
１）肝炎情報センター活動報告 肝炎情報センター長 正木尚彦

２）我が国の肝炎対策について～新たな取り組みを中心に～ 厚生労働省 久永拓郎肝炎対策専門官

３）院内連携に関する事例提供（公募）
①「院内のHBs抗原陽性あるいはHCV抗体陽性患者の拾い上げ対策とその成果」

関西医科大学附属滝井病院消化器肝臓内科川村梨那子
②「当院・関連病院における肝炎ウイルス感染者拾い上げの試み」

大阪市立大学肝胆膵内科榎本大
③「B型肝炎診療情報コード化自動チェックシステムによる

de novo肝炎発生防止について」 福井済生会病院内科野ツ俣和夫

４）「効率的な肝炎ウイルス検査陽性者フォローアップシステムの構築について
（厚生労働科学研究）」 肝炎・免疫研究センター肝疾患研修室長是永匡紹

５）総合討論、特別発言 日本医師会常任理事 小森 貴

情報共有機能



独立行政法人国立国際医療研究センター肝炎・免疫研究センター肝炎情報センター主催

平成26年度第1回肝疾患診療連携拠点病院医師向け研修会



肝疾患診療連携拠点病院へのお願い

１．ウイルス性肝疾患に対する抗ウイルス療法は
きわめて長足の進歩を遂げています。

２．全国津々浦々における患者さんの掘り起こし、
診療レベルの均てん化にご尽力下さい。


